
南
海
電
鉄
は
、
平
成
26
年
７
月
に
大
阪
府

な
ど
か
ら
大
阪
府
都
市
開
発
株
式
会
社
（
Ｏ

Ｔ
Ｋ
）
の
株
式
を
取
得
し
た
。
昭
和
40
年
に

設
立
し
た
大
阪
府
の
第
３
セ
ク
タ
ー
Ｏ
Ｔ
Ｋ

は
、
堺
市
、
和
泉
市
に
ま
た
が
る
郊
外
住
宅

エ
リ
ア
と
大
阪
都
心
を
結
ぶ
泉
北
高
速
鉄

道
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
有
す
る

流
通
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
た
が
、
南
海

電
鉄
は
株
式
取
得
に
よ
り
こ
れ
ら
の
経
営
を

引
き
継
ぎ
、
泉
北
関
連
事
業
の
強
化
に
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

泉
北
高
速
鉄
道
は
昭
和
46
年
に
中
百
舌
鳥

－

泉
ケ
丘
間
で
開
業
し
、
そ
の
後
沿
線
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
伴
っ
て
延
伸
、
平
成

７
年
に
現
在
の
終
着
駅
で
あ
る
和
泉
中
央
ま

で
14
・
３
㎞
が
全
通
し
た
。
泉
ヶ
丘
・
栂と

が

・

光
明
池
の
３
地
区
に
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
総
称
し
て
「
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

と
呼
ば
れ
、
和
泉
中
央
地
区
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
「
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
」
と
合
わ
せ
て
約

15
万
人
が
居
住
し
て
い
る
。

「
大
阪
で
は
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
続

い
て
昭
和
40
年
代
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
整
備

が
進
ん
だ
泉
北
エ
リ
ア
と
大
阪
都
心
部
を
結
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南海電気鉄道株式会社
深展 133 計画推進室 課長

杉本宙史
Hirofumi SUGIMOTO

泉北高速鉄道株式会社
経営企画室 次長

宮田光爾
Kouji MIYATA

泉北高速鉄道株式会社
経営企画室 課長

小林 誠
Makoto KOBAYASHI

特集：沿線エリアの魅力創造
［南海電鉄にみるブランド・プロモーションと成長戦略］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

中期経営計画「深展 133 計画」の基本方針「泉北関連事業の強化」「なんばエリア
の求心力向上」に基づき、南海電鉄では、新たに加わったエリアと拠点エリアの
それぞれで事業の拡大と成長に取り組んでいる。
創業 130 年の知見と経験を活かし、沿線エリアの魅力を高め、事業基盤をさらに
深耕し展

ひ ろ

げていく――その取り組みを紹介する。

泉
北
エ
リ
ア
の
次
な
る
成
長
促
進
へ 沿線エリアの魅力を高め、
事業基盤をさらに
深耕し展げる

TOPICS



ぶ
地
域
の
動
脈
と
し
て
、
泉
北
高
速
鉄
道
が

建
設
さ
れ
た
」
と
南
海
電
鉄
深
展
１
３
３
計

画
推
進
室
の
杉
本
宙
史
課
長
は
解
説
す
る
。　

泉
北
高
速
鉄
道
は
起
点
と
な
る
中
百
舌
鳥

駅
で
南
海
電
鉄
高
野
線
と
接
続
し
、
当
初
か

ら
相
互
直
通
運
転
が
行
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
開
業
時
か
ら
、
全
業
務
が
南
海
電
鉄
に
委

託
さ
れ
て
い
た
経
緯
も
あ
る
（
そ
の
後
、
段

階
的
に
直
営
化
に
移
行
し
、
平
成
５
年
に
は

完
全
直
営
化
）。

そ
う
し
た
実
績
も
活
か
し
な
が
ら
、
泉
北

高
速
鉄
道
の
グ
ル
ー
プ
化
を
機
に
、
両
線
を

利
用
す
る
沿
線
住
民
を
対
象
に
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
策
を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
３
月
に
は
、
両
線
に
お
け
る
普

通
運
賃
の
乗
り
継
ぎ
割
引
を
、
大
人
は
従
前

の
20
円
か
ら
１
０
０
円
に
、
小
児
は
10
円
か

ら
50
円
に
拡
大
、
泉
北
高
速
鉄
道
区
間
内
の

通
学
定
期
割
引
率
を
60
％
か
ら
70
％
に
拡
大

し
、
通
学
定
期
運
賃
を
約
25
％
値
下
げ
し

た
。ま

た
、
翌
28
年
10
月
に
は
、
堺
市
を
含
め

た
３
者
が
沿
線
活
性
化
に
向
け
た
協
定
を
締

結
し
、
沿
線
住
民
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
両
線
の
通
学
定
期
を
所
有
し
、
中
百
舌

鳥
駅
経
由
で
通
学
す
る
25
歳
以
下
の
堺
市
民

を
対
象
に
、
堺
市
が
助
成
金
を
支
出
す
る
制

度
を
29
年
1
月
か
ら
開
始
し
た
。

「
毎
年
実
施
し
て
い
た
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
運
賃
値
下
げ
の
希
望
が
と
て
も

多
か
っ
た
。
値
下
げ
の
反
響
は
非
常
に
大
き

く
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
、
沿

線
住
民
の
方
々
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
泉
北
高
速
鉄
道

経
営
企
画
室
の
小
林
誠
課
長
は
語
る
。

特
急
で
難
波

－

和
泉
中
央
間
を
29
分

さ
ら
に
平
成
27
年
12
月
に
は
、
特
急
「
泉

北
ラ
イ
ナ
ー
」
の
運
行
を
開
始
し
た
。
全
席

座
席
指
定
で
特
急
料
金
５
１
０
円
が
か
か
る

が
、
難
波
と
和
泉
中
央
を
最
速
29
分
で
結

ぶ
。
平
成
29
年
1
月
に
は
新
型
車
両
泉
北

１
２
０
０
０
系
の
運
用
も
開
始
し
て
い
る
。

「
大
阪
の
中
心
部
ま
で
の
所
要
時
間
が
30
分

を
切
る
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
導
入
以
降
、

堅
調
に
ご
利
用
が
増
え
て
お
り
、
お
客
さ
ま

に
新
た
な
選
択
肢
を
提
供
で
き
た
と
感
じ
て

い
る
。
朝
の
上
り
電
車
の
需
要
が
最
も
多
く
、

現
在
は
平
日
朝
の
最
初
の
特
急
は
７
～
８
割

の
乗
車
率
と
な
っ
て
い
る
」
と
泉
北
高
速
鉄

道
の
経
営
企
画
室
宮
田
光
爾
次
長
は
語
る
。

ま
た
、
泉
北
エ
リ
ア
は
も
と
も
と
南
海
バ

ス
が
運
行
し
て
お
り
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
会

社
に
な
っ
た
こ
と
で
、
電
車
と
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

接
続
も
よ
り
密
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
鉄
道
事
業
と
し
て
は
従
前
か
ら
相
互
直

通
運
転
を
行
い
親
和
性
が
あ
る
上
に
、
グ

ル
ー
プ
化
し
た
こ
と
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
出

る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
百
舌
鳥
駅
は
大
阪
市

営
地
下
鉄
御
堂
筋
線
の
始
発
駅
で
も
あ
る
が

南
海
グ
ル
ー
プ
の
シ
ェ
ア
が
少
し
ず
つ
上
が

り
、
現
在
は
南
海
・
泉
北
相
互
直
通
乗
車
が

60
％
台
後
半
と
な
っ
て
い
る
」
と
杉
本
課
長

は
語
る
。

泉
北
高
速
鉄
道
サ
イ
ド
も
「
お
客
さ
ま
に

安
全
に
移
動
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
鉄
道
の

基
本
は
全
く
変
わ
ら
な
い
が
、
民
鉄
で
あ
る

南
海
電
鉄
が
親
会
社
に
な
っ
た
こ
と
で
意
識

が
地
域
に
よ
り
近
く
な
っ
た
」（
小
林
課
長
）
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特集：沿線エリアの魅力創造
［南海電鉄にみるブランド・プロモーションと成長戦略］

難波－和泉中央間を最速 29 分で結ぶ特急「泉北
ライナー」。特急券はホームの券売機でも買える

リニューアルオープンした駅前商業施設「泉ヶ丘
ひろば専門店街」。駅前には「いずみがおか広場」

（写真左）、1 階フロア中央には「ちびっこ広場」
（写真上）がある。近隣の「パンジョ」（写真下）
もリニューアルオープンした



と
い
う
。

相
互
直
通
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両

社
の
合
同
会
議
や
連
絡
は
以
前
か
ら
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
グ
ル
ー
プ
化
を
機
に

設
備
投
資
や
保
守
な
ど
の
面
で
も
連
携
し
、

効
率
的
な
運
営
を
進
め
て
い
る
。

「
資
本
関
係
が
で
き
た
こ
と
で
協
力
体
制

が
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
保
守
作
業

に
使
用
す
る
車
両
な
ど
に
南
海
電
鉄
の
も
の

を
使
用
し
た
り
、
自
社
工
場
で
行
っ
て
い
た

車
両
の
検
査
を
南
海
電
鉄
の
車
両
工
場
で
行

う
な
ど
、
効
率
が
良
く
な
っ
た
」
と
宮
田
次

長
は
コ
ス
ト
減
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

さ
ら
に
小
林
課
長
も
「
異
な
る
鉄
道
事
業

者
同
士
と
い
う
壁
が
な
く
な
り
、
互
い
に
協

力
し
て
い
い
鉄
道
に
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

経
年
化
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
中
百
舌
鳥
駅
か

ら
２
駅
目
の
泉
ケ
丘
駅
（
堺
市
）
周
辺
近
く

か
ら
開
発
が
始
ま
り
、
栂
地
区
、
光
明
池
地

区
（
和
泉
市
を
含
む
）
と
段
階
的
に
開
発
が

進
ん
だ
。
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
「
ま
ち
び
ら

き
」
し
て
今
年
で
50
年
。
最
も
古
い
泉
ヶ
丘

地
区
は
居
住
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
進
で

開
発
さ
れ
た
２
地
区
も
そ
れ
に
続
く
状
況
だ
。

南
海
電
鉄
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｋ
の
株
式
取
得
と
同

時
期
に
泉
ケ
丘
駅
前
の
商
業
施
設
「
シ
ョ
ッ

プ
タ
ウ
ン
泉
ヶ
丘
」（
敷
地
面
積
５
万
４
０ 

０
０
㎡
）
を
取
得
し
、
駅
前
地
区
の
再
開
発

を
進
め
て
い
る
。

平
成
28
年
４
月
に
は
、
同
施
設
を
「
泉
ヶ

丘
ひ
ろ
ば
専
門
店
街
」
と
し
て
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
新
た
に
「
い
ず
み

が
お
か
広
場
」
の
名
を
付
け
た
駅
前
広
場

は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
を
象
徴
す
る
よ

う
な
緑
豊
か
で
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世

代
を
超
え
た
沿
線
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

泉
北
高
速
鉄
道
グ
ル
ー
プ
の
商
業
施
設

で
、
隣
接
す
る
「
パ
ン
ジ
ョ
」も
、併
せ
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
、
今
年
３
月
に
待
望
の

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

「
駅
前
の
商
業
施
設
の
拡
充
や
再
開
発
に

関
し
て
、
当
社
に
は
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
。
泉
北
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
、
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
杉
本
課
長
は

語
る
。

ま
た
、
小
林
課
長
は
「
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
高
齢
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
早
く
、
若
い
世
代
・
子
育
て
世
代
の
誘

導
や
定
着
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
当
社
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
と

い
う
視
点
が
弱
か
っ
た
が
、
南
海
電
鉄
に
学

び
な
が
ら
沿
線
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

地
元
や
行
政
と
の
連
携
を
強
化
す
る
動
き

も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
産
学
官
連
携
事
業

「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

－

Ｕ
Ｎ
Ｉ
５
」
だ
。
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
泉
ケ
丘
駅
前
地
域
の
活
性

化
を
目
的
に
、
南
海
電
鉄
・
行
政
（
堺
市
）、

そ
れ
に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
持
つ
五※

つ
の
大
学
が
連
携
し
て
市
民

と
交
流
を
図
り
な
が
ら
賑
わ
い
を
生
み
出
し

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
に
、
学
問
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
の
提
案
発
表
会
や
ス
イ
ー
ツ
の

開
発
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
を
行
っ
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、

若
い
世
代
の
想
い
や
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。
す
ぐ
に
効
果
が
出
る

も
の
で
は
な
く
長
い
取
り
組
み
に
な
る
だ
ろ

う
が
、
交
通
や
商
業
で
当
社
の
得
意
分
野
を

活
か
し
な
が
ら
駅
前
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
。

沿
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
杉
本
課
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

ち
な
み
に
泉
ヶ
丘
エ
リ
ア
に
は
平
成
35
年

に
近
畿
大
学
医
学
部
と
附
属
病
院
が
移
転
す

る
予
定
で
、
通
学
・
通
院
を
目
的
と
し
た
交

流
人
口
が
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

流
通
セ
ン
タ
ー
を
核
に
物
流
事
業
を
拡
大

南
海
電
鉄
が
引
き
継
い
だ
事
業
に
は
、
東

大
阪
と
北
大
阪
の
流
通
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も

あ
り
、
新
た
に
獲
得
し
た
流
通
セ
ン
タ
ー
事

業
を
核
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
物
流
事
業
を
拡

大
し
て
い
る
。

こ
の
２
カ
所
の
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
物
流

の
結
節
点
と
し
て
機
能
す
る
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
有
し
、
併
せ
て
流
通
倉
庫
な
ど
の

施
設
を
物
流
事
業
者
に
賃
貸
す
る
物
流
不
動

産
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
大
阪
で
は
屈
指

の
物
流
拠
点
だ
。

「
都
心
お
よ
び
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し

て
い
る
た
め
物
流
基
地
と
し
て
優
位
性
が
あ

る
。
内
陸
部
の
た
め
津
波
な
ど
も
な
く
リ
ス

ク
管
理
し
や
す
い
。
ま
た
敷
地
も
広
く
、
流

通
業
務
地
区
と
し
て
法
的
に
定
め
ら
れ
た
エ

リ
ア
の
た
め
24
時
間
対
応
可
能
で
稼
働
率
が

高
い
」（
杉
本
課
長
）
と
い
う
。

今
後
、
現
在
は
平
屋
で
あ
る
建
物
を
段
階

的
に
高
層
化
し
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
機

能
に
加
え
て
、
ネ
ッ
ト
通
販
等
の
商
品
の
保

管
や
梱
包
・
発
送
作
業
が
可
能
な
物
流
拠
点

と
し
て
機
能
を
拡
張
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
当
社
が
こ
れ
ま
で
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
と
し
て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用

し
て
、
施
設
の
高
度
化
・
近
代
化
に
中
長
期

的
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
杉
本
課

長
は
事
業
成
長
の
可
能
性
を
語
る
。

グ
ル
ー
プ
内
の
既
存
事
業
と
の
連
携
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
、

鉄
道
事
業
と
物
流
事
業
と
い
う
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
泉
北
関
連
事
業
を
強
化
し
、
自
社
の
強

靭
な
事
業
構
造
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

創
業
以
来
１
３
０
年
に
わ
た
り
、
な
ん
ば

を
最
重
要
拠
点
に
都
市
機
能
の
集
積
を
手
掛

け
て
き
た
南
海
電
鉄
だ
が
、
な
ん
ば
エ
リ
ア

の
さ
ら
な
る
求
心
力
向
上
を
目
指
し
て
、
次

※大阪大谷大学、大阪府立大学、帝塚山学院大学、プール学院大学・プール学院大学短期大学部、桃山学院大学。

代
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
。現

段
階
で
の
な
ん
ば
エ
リ
ア
の
自
社
所
有

地
開
発
と
し
て
集
大
成
と
さ
れ
る
の
が
、
南
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な
ん
ば
エ
リ
ア
の
求
心
力
向
上
へ



※会議（Meeting）、インセンティブ旅行（Incentive Travel）、国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の四つの頭文字を合わせたビジネスイベントなどの総称。

海
会
館
ビ
ル
の
建
て
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

南
海
会
館
ビ
ル
は
昭
和
30
年
代
の
ビ
ル
で

か
つ
て
は
南
海
電
鉄
の
本
社
機
能
を
有
し
て

い
た
が
、
平
成
30
年
９
月
の
竣
工
予
定
で
、

オ
フ
ィ
ス
や
商
業
な
ど
複
合
機
能
を
備
え
た

「（
仮
称
）
新
南
海
会
館
ビ
ル
」
と
し
て
建
て

替
え
を
進
め
て
い
る
。

新
ビ
ル
は
地
上
30
階
、
地
下
２
階
。
延
べ

床
面
積
は
約
８
万
４
０
０
０
㎡
で
、
低
層
階

は
金
融
や
集
客
テ
ナ
ン
ト
、
高
層
階
の
18
フ

ロ
ア
に
は
オ
フ
ィ
ス
が
集
積
さ
れ
る
。
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
に
加
え
て
、
耐
震
や
非
常
用
発

電
な
ど
最
高
水
準
で
整
備
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機

能
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
な
ん
ば
は
買
い
物
や
娯
楽
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
高
機
能
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
誕
生
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ま

ち
・
な
ん
ば
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
く
」（
杉
本
課
長
）　

５
階
に
は
、
関
西
国
際
空
港
に
直
結
し
た

難
波
駅
隣
接
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
、

「
日
本
文
化
の
発
信
と
再
発
見
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ツ
ー
リ
ス
ト
サ
ロ
ン
を
開
設
。
７

階
・
８
階
に
は
Ｍ※

Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
も
対
応
で
き
る

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
９
階
の
メ

デ
ィ
カ
ル
フ
ロ
ア
に
は
先
端
・
予
防
医
療
を

目
的
と
し
た
「
南
東
北
グ
ル
ー
プ
」
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
設
す
る
計
画
だ
。

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
強
く
意
識
し
た
戦
略
。

特
に
ア
ジ
ア
の
富
裕
層
は
日
本
の
医
療
へ
の

期
待
が
大
き
く
、
検

診
ニ
ー
ズ
が
増
加
し

て
い
る
。
国
内
外
か

ら
利
用
者
の
受
け
入

れ
可
能
な
診
察
・
診

療
施
設
を
設
け
る
こ

と
で
、
医
療
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
可
能
性
を
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
新
た
な
一
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
利

便
性
の
高
い
賑
わ
う
ビ
ル
に
な
る
」
と
杉
本

課
長
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、「
な

ん
ば
の
求
心
力
を
持
続
す
る
の
は
当
社
に

と
っ
て
永
遠
の
課
題
。
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し

て
お
客
さ
ま
に
選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
追
求

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
ん
ば

エ
リ
ア
を
牽
引
す
る
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の

使
命
を
語
る
。

ま
た
、
新
ビ
ル
の
工
事
と
と
も
に
、
地
下

鉄
な
ん
ば
駅
か
ら
南
海
難
波
駅
へ
の
通
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
南
北
歩
行
者
通
路
と
広

場
な
ど
、
都
市
基
盤
機
能
も
一
体
化
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
。

平
成
28
年
11
月
に
は
、
地
元
町
会
や
商
店

街
、
周
辺
企
業
の
主
導
の
下
、
大
阪
市
、
大

阪
府
な
ど
も
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
社
会

実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
難
波
駅
前
の
道
路
空

間
の
一
部
を
歩
行
者
専
用
に
し
、
来
街
者
も

く
つ
ろ
げ
る
空
間
や
、
地
域
や
関
西
エ
リ
ア

の
観
光
情
報
を
発
信
し
世
界
を
惹
き
つ
け
る

観
光
拠
点
に
し
て
い
く
な
ど
、「
車
中
心
の

空
間
か
ら
人
中
心
の
空
間
」
に
再
編
す
る
取

り
組
み
を
検
証
す
る
も
の
だ
。
難
波
駅
前
を

含
む
ミ
ナ
ミ
エ
リ
ア
が
、
日
本
と
世
界
を
結

ぶ
ゲ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
ミ
ナ
ミ
は
江
戸
時
代
に
芝
居
小
屋
が

建
っ
て
以
降
、
連
綿
と
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
り
、
多
様
な
文
化

を
持
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

大
阪
の
個
性
や
面
白
さ
を
体
感
で
き
る
ま
ち

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
ベ
ー
ス
に
置
き
な
が
ら

も
、
な
ん
ば
が
有
す
る
可
能
性
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
複
合
的
な
魅
力
を
持
っ
た
ま
ち

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
杉
本
課

長
は
未
来
を
見
据
え
る
。

泉
北
エ
リ
ア
、
な
ん
ば
エ
リ
ア
と
も
、
鉄

道
や
商
業
・
不
動
産
開
発
な
ど
各
事
業
で

培
っ
て
き
た
知
見
と
経
験
を
活
か
し
、
ま
た

新
事
業
に
参
入
し
な
が
ら
、
時
流
を
先
取
り

し
て
さ
ら
な
る
エ
リ
ア
の
成
長
と
活
性
化
を

目
指
す
。
南
海
電
鉄
の
沿
線
の
価
値
と
魅
力

は
日
々
新
た
に
積
み
重
ね
ら
れ
な
が
ら
、
創

造
さ
れ
て
い
る
。
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